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台湾のキ ー ルンで採られたものである。 一番近いものは日本のコカモメズルであるが金橡
無毛で業は狭く，花序は疎で小梗は太く，花が大きいので容易に区別出来る。 トキワカモ
メズルにも一寸似ているが葉は務薄〈，花序は無毛で花が，J、きいので直に区別出来る。
c”羽田chum W姐.ford越var. amm:盟国国D HATUSIMAアマミイケマ〈新称〉之は奄
美大島の湯湾岳の海抜300 m （名音側）の所，乙椅産する。内地産のコイケマに比し�序







から書かれた C. villosa MATSM.はtypeは 見ていないが隆起珊瑚礁地帝の貧栄養地に
よく見られるツルモウりンカの纏小型ではないかと思う。又八重山列島から書かれた C.
stenoloba W組BG.もtypeは見ていないがホウライイケ？ではないかと考える。
- 1 -
